狭山市選挙物品貸出要領
狭山市選挙管理委員会事務局

１　趣旨
この要領は、学校等における選挙の円滑な執行又は児童・生徒に対する主権者教育及び選挙啓発の推進に資するため、狭山市選挙管理委員会事務局が保有する選挙物品の貸し出しについて必要な事項を定めるものである。

２　貸出しの対象者
(1)市内に所在する小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校（以下「学校」という｡) 
(2)狭山市選挙管理委員会事務局が適当であると認める団体等

３　貸出す選挙物品
(1)投票箱
(2)投票箱用置台
(3)記載台
(4)たすき
(5)標旗
(6)腕章
※各物品の詳細及び貸出可能数量については、別紙「選挙用品一覧」を参照

４　貸出しの範囲
(1)学校において、児童会又は生徒会の役員選挙で使用するとき。
(2)学校において、児童又は生徒に対する主権者教育のために使用するとき。
(3) その他選挙の円滑な執行および選挙啓発に寄与すると認められるとき。

５　貸出しの手続き
選挙物品の貸出しを希望する場合は、書面又は電子申請により事前に狭山市選挙管理委員会事務局に申請すること。

６　貸出しの条件
(1)選挙物品の貸出しは、無償とする。ただし、貸出した選挙物品を破損又は滅失した場合の弁償を求める場合がある。
(2)次の事由に該当する場合、貸出しを行わない。
ア　選挙物品の数量が不足するとき。
イ　選挙事務の執行に支障を来すおそれがあるとき。
ウ　選挙物品の貸出しが不適当と認められる事由があるとき。
(3)選挙物品の貸出しに当たっては、次に掲げる事項の遵守を条件とします。
ア　選挙物品の借受けおよび返却は、貸出しを受ける学校（団体）が行うこととし、原則として業務執行時間内(平日の午前8時30分から午後5時15分まで)とする。
イ　使用後の選挙物品は、清掃の上狭山市選挙管理委員会事務局が指定する場所に返却すること。
ウ　貸し出した選挙物品を破損又は滅失した場合は、直ちに狭山市選挙管理委員会事務局に報告すること。
(4)選挙物品の貸出しを行った場合でも、次の事由に該当する場合は、選挙物品の貸出しの取消しを行うことがある。選挙物品の貸出しの取消し通知を受けた場合は、速やかに選挙物品を返却してください。
ア　緊急かつやむを得ない事由により、貸出しを行った選挙物品を公用で使用する必要が生じた
とき又はそのおそれがあるとき。
イ　その他選挙物品の貸出しが不適当と認められる事由が発生したとき。

７　その他
(1)狭山市選挙管理委員会事務局は、貸し出した選挙物品の使用上の事故について一切の責任を負わない。
(2)貸出しの期間中は、使用者の責任において貸し出した選挙物品の維持管理を行うこと。
(3) 貸出し物品の運搬は、貸出しを受ける学校（団体）が行うものとする。

